
■一般会計当初予算290億円の内訳（１万円未満は四捨五入）

■各会計予算の前年度比較・各会計への繰出金の状況

会計名 予算額 前年度との
比較 増減率 一般会計

からの繰出金

一般会計 290億円 △7千万円 △0.2％ －

国民健康保険事業 81億8,993万円 △9,475万円 △1.1％ 8億487万円

後期高齢者医療 5億4,725万円 △3,075万円 △5.3％ 1億9,495万円

介護保険事業 66億1,836万円 △8,912万円 △1.3％ 9億7,664万円

温泉事業 2,963万円 360万円 13.8％ －

水道事業 34億5,527万円 2億1,120万円 6.5％ 1億4,940万円

下水道事業 50億8,866万円 1億3,661万円 2.8％ 12億7,928万円

病院事業 102億2,873万円 △1億3,754万円 △1.3％ 13億1,073万円
※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額です。
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※臨時財政対策債とは、財源不足を補てんするため借り入れす
　る市債で、償還に要する費用は、後年度の地方交付税で措置
　されるため、実質的には地方交付税の代替財源といえます。

■一般会計当初予算での
　年度別市債残高見込み額の推移
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一般会計…教育、福祉、道路の整備など十和田市の基本的な事務・
　事業に関する会計です。
特別会計…特定の事業を行う場合や保険料など特定の歳入を特定の
　歳出に充てるなど一般会計と区別する必要がある場合に　設置す
　る会計です。

企業会計…企業的性格をもった事業を運営するために設置された地
　方公営企業の会計です。
自主財源…市税、分担金及び負担金、使用料および手数料など市が
　自主的に確保できる収入です。
依存財源…地方交付税、国庫支出金、県支出金など国や県の意思で
　交付されたり、割り当てられたりする収入です。

用語解説

市役所からのお知らせ

平成28年度の主な事業を紹介します

歳入

市民税や固定資産税など市民税や固定資産税など
市民の皆さんに納めてい市民の皆さんに納めてい
ただく税金ただく税金
66億200万円66億200万円
22.8％22.8％

市税市税

基金を取り崩した基金を取り崩した
お金などお金など
10億4,147万円10億4,147万円
3.6％3.6％

繰入金

財政状況に応じて国から交付されるお金財政状況に応じて国から交付されるお金
101億円950万円101億円950万円
　34.8％　34.8％

地方交付税地方交付税

特定の公共事業など特定の公共事業など
に対して国や県からに対して国や県から
交付されるお金交付されるお金
75億8,964万円75億8,964万円
26.2％26.2％

国・県支出金国・県支出金

負担金、使用料、手負担金、使用料、手
数料、財産収入など数料、財産収入など
8億7,489万円8億7,489万円
3.0％3.0％

その他（自主財源）

地方譲与税、地方消費税交付金など
15億5,900万円　5.4％

その他（依存財源）主に道路や施設整備などに充
てるために国や金融機関から
借り入れるお金
12億2,350万円　4.2％4.2％

市債

204億8,164万円　204億8,164万円　
70.6％70.6％

依存依存
財源財源

自主自主
財源財源

85億85億
1,836万円　 1,836万円　 
29.4％29.4％
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立地適正化計画の策定　　　　　　　　　　1,015万円
　市の拠点区域を設定し、居住機能と福祉・医療・商業など
の都市機能を効果的に誘導するための計画を策定します。
井戸頭団地改修事業　　　　　　　　　1億8,859万円
　老朽化してきている井戸頭団地について、長寿命化を図る
ため、大規模な改修工事を実施します。

１．人と自然が共生する
「しぜん感動・創造都市」

北里大学50周年記念事業　　　　　　　　　350万円
学校運営協議会制度の導入　　　　　　　　　46万円
　学校・家庭・地域社会が一体となって、より良い教育を実
現させるため、保護者や地域住民などから構成され、学校運
営に関して一定の権限と責任を有する合議制の機関である学
校運営協議会を市内３小中学校に導入します。
学校施設非構造部材耐震改修事業　　　 　　715万円
　学校施設の屋内運動場に、照明器具などの附属設備の落下
防止対策を施し、児童生徒と災害時の避難施設の安全性を確
保するための耐震化改修工事の実施設計を行います。
三本木中学校建設事業　　　　　　　　　　 7,977万円

２．豊かな心をはぐくむ
「こころ感動・創造都市」

防犯灯・街路灯省エネルギー化事業　　　　　204万円
消費生活センター運営事業　　　　　　　　　607万円

３．安心・安全を支える
「くらし感動・創造都市」

十和田八幡平国立公園十和田八甲田地域指定80周年記
念事業　　　　　　　　　　　　　　　　　1,604万円
　国立公園の指定を受けてから80年という節目の年に、各種
記念事業を実施し、集客促進と情報発信強化を図ります。
十和田バラ焼きゼミナール補助金　　　　　　100万円

４．にぎわいと活力あふれる
「しごと感動・創造都市」
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ふるさと納税制度の拡充　　　　　　　　　　575万円
新庁舎建設事業（実施設計など）　　　2億1,748万円
　老朽化している市庁舎本館と十和田湖支所庁舎（議会棟を
含む）を統合整備し、防災拠点としての機能を強化するとと
もに、市民サービスの向上と執務環境の改善を図るため、新
庁舎を建設します。 

５．いきいきと活躍できる
「しみん感動・創造都市」

市役所からのお知らせ

歳出

幼児やお年寄りなど
の福祉に使うお金
109億6,906万円

37.8％

民生費

借り入れたお金の
返済に使うお金
35億2,619万円
12.2％

公債費

市の全般的な事務などに市の全般的な事務などに
使うお金使うお金
29億5,117万円　10.2％29億5,117万円　10.2％

総務費総務費

学校教育、スポーツ振興、学校教育、スポーツ振興、
生涯学習、学校建設などに生涯学習、学校建設などに
使うお金使うお金
20億1,243万円　6.9％20億1,243万円　6.9％

教育費教育費

道路、公園、住宅などの道路、公園、住宅などの
建設や管理に使うお金建設や管理に使うお金
29億1,777万円29億1,777万円
10.1％10.1％

土木費土木費

消防・防災事務に使うお金消防・防災事務に使うお金
13億5,494万円　4.7％13億5,494万円　4.7％

消防費
議会運営、観光の議会運営、観光の
振興などに使うお金振興などに使うお金
3億3,877万円　1.2％3億3,877万円　1.2％

その他

農林畜産業の振興などに使うお金農林畜産業の振興などに使うお金
13億1,521万円　4.5％13億1,521万円　4.5％

農林水産業費

各種健診、予防接種、ごみ処理各種健診、予防接種、ごみ処理
などに使うお金などに使うお金
29億8,958万円　10.3％29億8,958万円　10.3％

衛生費

商工業に使うお金商工業に使うお金
６億2,488万円　2.1％６億2,488万円　2.1％

商工費

農業用機械等導入支援事業　　　　　　　　2,256万円
創業支援事業　　　　　　　　　　　　　　1,222万円
　創業支援に関するワンストップ窓口の設置、セミナーの開
催、空き店舗改修の補助などを実施します。
インバウンド対策事業　　　　　　　　　　　661万円
　県主催の海外キャラバンへの同行、十和田湖観光交流セン
ターへの外国語対応職員の雇用、観光案内ロボットなどの導
入を実施します。

地域における安定した雇用
を創出する

住宅取得・改修補助事業　　　　　　　　　3,050万円
　定住自立圏域外からの転入者の住宅取得・改修費の一部を
補助します。
お試し移住推進事業　　　　　　　　　 　1,210万円
　移住セミナーの開催、移住お試し住宅の整備、移住お試し
ツアーなどを実施し、移住の促進を図ります。

地域への新しいひとの流れ
をつくる

結婚支援事業補助　　　　　　　　　　　　　200万円
　結婚支援事業を実施する民間団体などに、事業費の一部を
補助します。
同窓会開催補助　　　　　　　　　　　　　　200万円
子ども医療費の助成拡大　　　　　　　　　7,658万円
　中学生までの子どもの通院・入院医療費を無料化し、子ど
もを産み育てやすい環境を整備します。
放課後児童クラブ（仲よし会）の充実　　　1,771万円
　高清水小・洞内小・四和小への仲よし会の新設および土曜
日・長期休業日の仲よし会の開設時間を延長し、保護者の子
育てと仕事の両立を支援します。

若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる

健康長寿応援事業　　　　　　　　　　　　　851万円
とわだ生涯現役プロジェクト　　　　　　　　115万円
新たなコミュニティづくり事業　　　　　　　299万円
　おおむね小学校区を単位とする新たなコミュニティづくり
を推進するため、組織の立ち上げを支援します。また、まち
づくりに必要な人材を育成するため、講座を開催します。

時代に合った地域をつくり、
安心な暮らしを守るとともに
地域と地域を連携する

地方創生に向けた取り組み


